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_第

十

(

九&

四)

雜

•錄

財
^

の
變
M

は
定
款
，
：

HI

體
に
於
て
如
何
様
に
定
む
る
も
可
な 

り
ビ
す
れ
は
定
款
に
於
て
定
款
の
«
班
は
多
數
决
に
ょ 

6

へ
i

l

定
む
る
を
得
る
は
勿
論
！
 

ニ
少
數
社
員
に 

此
の
«
限
を
與
ふ
る
も
亦
可
な
^
v
@的
外
の
行
爲
を
爲 

す
に
付
き
て
も
亦
然
ぅ
然
ら
は
少
數
社
員
か
隨
意
に
0 

.

已
の
負
擔
を
輕
減
し
て
他
の
祉
貴
の
負
擔
を
僧
加
し
或 

は
恣
に
他
の
照
員
の
; *
«

執

行*:
を

奪

ふ

か

如

き

定

款
 

卜
の
，
變
:M
を
#
し
又
は
社
員
の
過
半
數
或
は
一
一
ー
の
社
員
ー 

ハ
の
意
思
^
ょ
り
て
其

0

腹
心
の
者
R
莫
大
な
る

贈
與
を
一 

爲
し
て
#:
社
に
损
失
を
加
ふ
る
か
如
き
こ
ビ
あ
る
も
如; 

何
f

す

へ

か

倉

る

S

ら
ん
斯
の
如
き
結
f

至

j 

る
も
祉
員
は
定
款
を
承
知
の
上
^
セ

人

社

し

た

る

も

の| 

な
れ
は
止
む
を
得
さ
る
所
*
り
ミ
は
大
審
院
の
論
調
な
一 

i

ビ
雖
も
吾
人
は
法
律
は
粜
し
て
斯
の
如
き
人
的
幽
體. 

の
精
荊
？
相
去
る
こ
ビ
遠
く
し
て
ー
部
祉
員
の
放
恣
撙
： 

粉
の
餘
地
を
與
ふ
る
合
資
食
社
を
認
む
‘る
の
必
要
あ
b
 

^

匕
問
'^
ん
ビ
欲
す
汉
雜
か
|
設
備
を
認
む
る
に
當
&

.
、.

.

第

七

號
'
四
ニ
：

て
は
可
及
的
其
弊
害
を
少
a

か
ら
し
む
る
に
力
め
以
て 

人
を
し
て
安
ん
し
て
之
れ
を
利
用
せ
し
め
ん
ビ
す
民
商 

1
1

法
を
姐
^

て
何
れ
の
法
律
設
備(̂

e
e
h
t
s
i
n
s
t
i
t
u
t)

も 

皆
然
ら
さ
る
は
な
し
而
し
て
其
設
備
の
弊
寄
を
除
去
す 

る
か
.爲
め
に
«
決
し
て
個
人
の
自
由
意
思
を
拘
來
す
る 

を
忘
れ
さ
る
な
り
官
廳
は
牛
乳
«

«

の
m

由
を
制
限
せ 

す
と
雖
も
消
毒
せ
3

る
牛
乳
の
販
賣
を
許
さ
す
法
律
は 

會
社
設
立
の
南
由
定
款
0

自
_

?:

認
む
る
も
弊
®
の
生 

す
へ
き
ま
で
に
興
自
由
を|

|

め
た
る
に
非
す
商
法
第
$

十

七

條

乃

霍

六

十

條

猛

の

驛

的

璧
と
共
に
入

的
商
事
會
ff
r
f
cに
對
す
る
消
毒
劑
た
る
な
6

財
政
經
濟
評
論

浪

.
速

次

郎

i
、
牢
和
克
複
後
の
物
價
.

昨
年
十
月
に
最
高
點
：に
達
し
た
物
憤
は
.興
後
本
雄
2

月
迄
漸
落
.の
傾
向
を
示
ん
て
ゐ
扠
が
、
四
月
ょ
&

S

び 

騰

貴

す
.̂

に
至
つ
た
0
明
治
三
士
ニ
年
十
月
の
物
價
を 

1

0

0

S
せ
る
日
本
銀
行
の
編
凝
に
係
る
物
價
指
數
は 

最
近
十
ニ
ケ
凡
に
對
ゎ
て
^

の
數
字
を
示
し
て
ゐ
る
o

,

:

^
ン

.

.
物
似
指
m .
: 

大
正
七
部
六
刀
ニ
四
九
。
〇
五 

同
：

：

七

ガ

ニ
3 £

六
®

1

七 

同

'

A ;
月

ニ

七

ニ

。
〇
四
へ 

同

，
九力ニ七九上ハ.
三
 

:

同十只ニ八五全〇

 
同

.■
十

一

月

ニ

八

三

.
*
四
三

■
.
.
月

： 

物

惯

招

数 

大

正

七

年

十

二

月

：
二

八

ニ

。
六
一 

大

正

八

印

ー

月

，

ー
ー
八
兰

*

ー
_五 

同 

ニ

月

ニ

，
八

：
一
。
五

九
 

同

'■
:

ー1万
.：

ニ

七

ニ

。
九

八

f

五
月
.

二

七

三

。

一

八
 

二

八

三

。
六

八

.

右
表
に
示
す
.が
如
く
、
昨
年
十
月
の
ニ
八
五
に
對
し 

て

、
本
年
三
月
の
指
數
は
ニ
七
ニ
に
低
落
し
た
の
.で
あ 

を
が
、
翌
四
月
に
は
稍
々
恢
復
し
、
1 1
に
五
月
に
は
二
八

 ヾ

三
に
上
騰
し
て
、
.戰
時
晴
價
の
.最
高
潮
期
た
b

し
昨
年 

十
月
め
指
數
：の
壘
を
鑛
せ
ん
ど
し
れ
。
，'物
©

が
休
戰
後 

斯
，の

如

ぐ

低

落

せ

る

は

我

國

特

有

現

象

で

は

無

く
ノ: 

世
界
一
般
的
の
趨
勢
で
於
るV

J

云
ひ
得
る
。
例
へ
ば
、 

英
國
の
物
偾
も
、
千
九
瓦
一
年
ょ
り
五
年
迄
の
平
均
物 

,
谘
十
1
1
1猞

(

九
四
玉)

雜

‘

錄

敗
政
經
濟
評
論

價
を
：
 

一
0

〇
s

せ
る
，『

エ
ゴ
ノ
ミ
ス
ト

1

0

の
物
價
潜

數
に
據
れ
ば
、左
の
如
く
本
年
三
月
迄
漸
落
し
て
ゐ
る
。

月
 

物

似

指

数 

乃
 

物

似

指

数
 

1

九

1

八
年
六
力
ニ
七
七

•

五

1

九

一

八

十

二

月

ニ

七

七

。〇 

七
月
ニ
七
八

*

五

一

九

一

九

年

一

力

ニ

六

五

•
九 

同

:

丨

.八
月
二
八
四
•八

ノ

同

 

ニ

刀

ニ

六

三

*
八 

'

.

同九力ニ八三

*

丑

：

.

同

.

三
刃
ニ
五
九

•

以

. 

同

''

十只

11

八

11

 

•

六
同

 

四
刀
ニ
ー
ハ
ニ

 

&

‘
同
.

十
一
月
ニ
八
ニ
*
ハ

,•
:日
本
銀
行
の
物
價
揩
數
が
昨
年
十
月
に
最
高
點
に
達 

し
た
る
に
反
し
、『H

コ
ノ
ミ
ス
ト』

誌
の
指
數
が
同
年 

八
月
を
以
て
最
商
點
ビ
せ
る
の
相
異
は
ぁ
る
が
？
休
戰 

後
本
年
三
月
迄
漸
落
を
示
せ
る
の一

事
に
於
て
は
兩
潘 

は

1.

致
し
で
.ゐ
る
メ

斯
く
の
如
く
、
体
戰
後
に
於
て
物
價
が
低
落
し
た
の 

は
少
く
ビ
も
ブ
ー
個
の
原
西
に
基
け
る
も
の
で
ぁ
る
。

一
 

:

は
戰
爭
が
s'

れ
ば
物
價
ば
：當
然
低
落
す
る
に
相
8|
な
い 

ビ
思
惟
せ
る
®

業
家
及
び
ー
般
人
士
が
货
物
の
購
入
を 

竿
控
ベ
た
る
爲
め
に
誘
致
せ
ら
れ
た
る
貨
物
策
用
の
減

第

七

號

一

四

三



f

1

盤

，(

九
四s

雜

0

財
政
純
^
評
論 

退

で

ぁ

つ

て

、

他

は

鱗

和

談

判

の

成

否

及

び

顿

民

並

に

. 

_
際
餡
猶
に
及
ぼ
す
其
の
影
響
の
如
何
を
氣
遺
.6
i
た
る 

企
業
家
が
猶
猶
的
方
餅
を
:«
っ
.た
事
情
杧
外
な
ら
ぬ
。

又
、
四
用
以
來
物
價
が
苒
び
騰
貴
の
趨
勢
を
呈
せ
る
は 

8

傻
聯
货
並
に
#

和

:©
.
成

立

か

略

ぼ

確

寇

的

事

實

と

爲
 

る
の
見
込
が
#

^

た
る
*

集
セ
し
て
、
景
氣
が
陈
復
サ 

:ち
る
>

に
钜
っ
た
潙
め
で
ぁ
る
^

想
«

れ
る
。

:;.

從
づ
て
、
*
塊
が
媾
和
條
約
ヾ
に
調
印
し
介
る
«
2
於 

て
、
物
價
は
觅
に
騰
«:
ず
る
忙
至
る
で
ぁ
.ら
ぅ
ヒ
思
は 

れ

る

。

：

過

去

の

大

戰

の

終

局

前

後

に

於

け

る

物

..
«

の

趨 

勢
を
舰
る
に
、
嫦
和
談
刿
進
行
中
に
は
物
價
が
激
分
か
乂 

:低
落
し
た
が
、
鱗
和
成
立
後
に
は
却
っ
て
戰
時
中
ょ
h j 

も

'a分
か
脲
貴
す
る
を
常
ビ
し
た
。
今
囘
の
歐
洲
戰
爭
Z
 

は
'到
底
過
去
の
戰
举
ど
比
較
す
る
を
評
3 

 ̂

大
® 

a*
の
®
亂
で
ぁ

る

が
徽
に
.、
：過
去
に
於
け
る
職
後
物
®

の
大
勢
を
德
準
ビ
し
てf

動
ち
に
今
後
に
於
け
る
物
價 

>0
翁
勢
を
類
猶
す
る
こ
V
J:«
危
險
で
あ
る
が
、
休

.®
a
-

•
 

0

^

0 

.1:

組 
_
:
:
"

後
の
物
價
低
落
の
狱
態
及
び
程
.度
ょ
：&
之
を
S
.れ
：ば
、
 

物
ft
が
张
來
和
ほ
幾
分
.か
騰
貴
す
る
0
傾
^
を
有
し
て 

居
^
ビ
运
'̂
て

差

支

：
へ
：
あ

る

免

.い
。
殊
に
、
我
國
^
在 

:

|
は
、
平
時
に
於
て
も
、
各
年
の
下
半
期
は
大
體
に 

|

上
架
期
ょ
&
も
物
價
が
騰
貴
す
る
の
常
で
あ
る
が
# 

\

に
、
此
事
情
は
1
記
の
趨
勢
を
一
層
助
長
す
る
に
至
る

\

か
も
知
れ
な
い
。

一

|

，
勿
論
？
以
上
論
述
せ
る
所
は
何
等
の
物
價
調
節
策
が 

行
は
れ
ざ
る
こ
^
を
前
提
ヾ
し
し
た
も
0.
で
あ
る
0
假
& 

.に
、
英
米
佛
の
諸
國
紀
於V

通
.貨
の
大
收
縮
を
*
行
す 

る
が
如
き
.j VJ 
f

^
す

れ

ば

"

歐

米

の

物

價

が

暴

落 

し
、
我
國
--
0
物
價
も
其
の
影
響
を
蒙
&
て
著
し
く
低
落 

:す
る
に
至
.る
で
あ
^
ぅ
ど
思
は
れ
る
。

ニ
，
景
氣
の
«
復 

物ヾ價が上述の如く四月

f

禅
び
騰
貴
す
る
に
至 

つ
た
こVJ
は
一
.面
^
於
て
®
氣
0
恢
復
を
暗
示
し
て
ゐ 

る

;0
で
為
る
が
、
冬
期
中
一
時
稍
々
沈
滯
1,
て
ゐ
た
我

經
濟
界
が
最
近
洱
び
上
最
氣
を
虽
す
る
に
至
つ
た
こ
と
正
確
に
新
陳
企
業
及
び
增
資
許
寒
の
程
度
を
知
る
- > 
ビ 

は
左
に
揭
ぐ
る
日
本
銀
行
の
調
査
に
係
る
銀
行
會
社
.の

:
不
可
能
で
あ
る
が
、
前
#
は
企
業
熟
が
再
び
眩
盛
に
な 

新
設
並
に
搋
張
資
本
の
月
別
表
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。

'?
>
ん
ビ
し
て
ゐ
る
傾
向
を
示
す
に
は
^
^
で
あ
る
ミ
信 

月
.葫骰及擴艰賢木

 

月

新
設
及
捩
張
資
本
す
る
。

ii
ii
l'
i

_

p

;

H

i l
j 

三
、
米
國
I

 
輸
出
解
禁 

ri
o

A

力

H

r
雲

、i

同

.

二
月 

一

0

六、器

、8

0

米
國
は
最
近
金
輸
出
に
對
す
る
制
限
を
緩
和
す
る
の 

同

九

万

1

一一

0、

黑

o
o

同

三

月

:
一
 

3

塞

8
;
|
;方
斜
を
採
る
^

至
つ
た
が
、
是
れ
は
一
方
に
於
て
は
同

 ̂

H

 
一y

y

 I

 

: 

:
: 

p

l i
M

§:
§

:

國
S

外
國
に
率
先
しV

平
和
的
經
濟
政
f

實
行 

:

本
表
に
示
す
が
如
く
、
本
年
に
入
b

v
後

企

業

の

計

し

、
以
て
公
明
疋
大
な
る
對
外
政
策
の
遂
行
を
國
是
ビ 

«

が
激
減
し
た
の
で
あ
る
が
、
五
月
に
は
俄
然
增
加
しi

せ
る
の
實
を
世
界
に
公
表
し
.又

一

方
に
於
て
は
余
の
自 

て
^

る
。
右
表
の
統
tl
は」

方
に
於
^

公
稱
資
本
發
十\

由
布
場
を
現
出
せ
し
め
紐
育
を
し
て
世
界
金
融
市
場
の 

萬
圆
以
上
の
銀
行
及
び
株
式
會
社
の
み
の
新
設
資
本
金
中
心
た
ら
し
む
る
の
傘
備
を
爲
す
の
下
心
に
出
で
も
の 

並
に
增
資
額
を
計
上
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
個
人
企
業
十
で
は
無
い
か
ミ
思
は
れ
る
。
同
國
の
內
治
外
交
が
嫩
し 

又
は
合
資
合
名
會
社
の
計
#

資
本
を
含
ま
ず
、
.且

つ

又

、て
常
に
IE
義
人
道
に
適
ひ
た
る
も
の
な
る
か
f

の
判 

一
方
に
於
て
は
'個
人
企
業
又
は
合
名
<
ロ
資
會
社
中
株
式
斷
は
之
を
政
論
家
^

_

0
度
い
。.
.又
、
紐
育
が
世
界
金 

M

織
R
變
M

せ
ら
れ
穴
る
も
の〜

公
稱
資
本
金
を
^
算
融
の
中
心
れ
る
地
位
を
偷
敦
ょ
り
奪
ふ
に
成
功
す
る
や

し
て
ゐ
る
が
爲
め
、
上
記
®

數
字
の
み
に
依
り
て
；は
、

否
か
U

就
§

で
は
幾
多
の
：疑

間

め

：存

す

る

を

認

柃

ざ

る

.

.

. 

..
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第
十
‘三
# 

(

九
同
七)

雜

錄
財
政
細
濟
評
餱 

第

山

擗

5

®



:
:猶
十
I
 

'

(

九
四
6

:

雜

、
錄

財

政
g

l
論 

を
.得
ぬ
。
然
し
當
面
の
間
題
ど
し
て
は
、.
金
輸
出
の
.解 

禁

か

濟

界

に

-對
し
て
多
少

のF,
«

を
與
ふ
S

こ
ビ 

あ
る
可
き
を
看
過
す
る
：を
許
さ
な
い
。
尤
も
、
米
國
が 

金
輸
出
祀
對
す
る
制
限
を
多
少
緩
和
し
^

S
て
、
對
米 

爲
替
相
場
が
直
ち
R

平
時

の現
遂
點
以
內
に
低
落
す
る
M 

が
如
き
こ
^
}は
あ
る
ま
い
,̂
思
は
れ
る
。
從
つ
て
ぐ
實 

際
に
は
業
輸
出
が
夫
れ
が
，爲
め
に
犬
に
刺
戟
さ
る
可 

き
箬
が
無
い
の
で
あ
る
が
、
：心
裡
的
作
用
が
働
て
、
»
 

米
輸
W

品
が
多
少
騰
貴
す
る
に
至
り
、
其
の
結
果
ビ
し 

てj

般
物
價
が
吊
ぅ
上
げ
ら
る
く
の
傾
向
を
有
す
可
き 

は
明
か
#

あ
る
。
：

.

.四
、
米
懷0

暴
騰
^
調
節 

本
年
春
期
に一

旦
多
少
低
落
し
た
#
價
が
近
時
再
び 

暴
騰
す
る
：に
至
つ
た
の
で
、
米

價

調

復

活

し

て
 

來
た
°

米
價
は
成
程
戰
前
P

比
し
；て
著
し
く
騰
貴
し
て 

ゐ
る
に
併
®

無
い
か
1
31

:

の
程
度
は
必
ず
し
も
他
の
物 

價

の

率

を

遙

か

に

拔

S

で
&

る
の
で
は
な
い
0

术

第
.七

腿

一

四

六

儕
が
.命
風
暴
騰
し
^
©'
る
©
ぼ
消
费
者
の
—
質
力
が
if 

進
し
^
結

果

で

あ

る

。
：：

^
ぐ
£
も
、
.大

多

數

の

消1
者 

众
：現

今

の

穿

値

を

以

て

.し

て

も

，內il
l

Q
米
^
賺

入

す

..る 

を
得
る
の
資
カ
を
有
し
_で
：..居
る
か
ら
で
あ
.る

。
面

し

て

'、 

消
費
潜
が
此
資
力
を
有
せ
る
は
•其
の
貨
幣
收
入
が
激
增 

し
カ
結
果
に
外
な
ら
ぬ
：。
又
、
斯
く
の
如
く
貨
锵
收
入 

の
增
加
せ
る
は
一
般
物
價
の
騰
貴
に
連
れ
て
企
業
家
の 

所
得
が
增
加
し
、
f
i
o其
の
使
用
人
及
び
勞
働
游
の
收 

入
が
之
に
伴
a
て
膨
脹
せ
る
が
爲
め
で
あ
る
。然
る
に
、
 

獅
6
‘
.
米
價
の
み
を
人
爲
的
に
引
下
げ
ん
^
す
る
は
#
す 

し

も

公
平
な
る
政
策
，

云
ひ
得
な
.い
で
は
あ
る
ま
い
ゾ 

か
。
勿
輪
？
米
穀
は
我
國
民
の
云
は
e
絕
體
必
需
品
で 

あ
つ
て
"
貧
民
の
收
入
の：

大
部
分
は
白
米
の
購
入
に
® 

消
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
か
ら
、
他
®
貨
物
の
騰
貴
S
米 

價
の
舞
騰
S
は
必
中
し
も
间
.

|

R
取
扱
ふ
こvj

を
許
S 

ぬ
。
然
し
總
て
が
程
度
0-
陬
題
で
あ
各
を
忘
れ
て
は
な 

ら
ぬ
。明
治
四
十
五
年
の
.»'
米
.憤
於
奔
»
し
た
.時
に
、
«

京
市
內

K

白
米
を
.質
ふ
こ
出
來
す
し
て
娥
死
に
濒 

す
る
潜
於
續
出
し
た
£

«

へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
現
今
に_ 

於
て
は
米
價
が
其
時
の
殆
ん
どt

l

倍
に
も
暴
騰
し
て
ゐ 

る
に
も
拘
ら
t

、
生
活
雛
が
其
當
蹄
程
甚
敷
無S

樣
で 

s

o

. 

f

 r

米
價
は
暴
騰
し
、
：:
生
活
麵
の
聲
は
頗
る
.

高
い
が
、
"下
級
民
の
暮
向
は
却
却
つ
で
米
價9

安
き
時
ょ
，
；
. 

ち
本
.樂
の
樣
に
見
受
け
ら
れ
る
。.：是
れ
は
前
U

も
云
ふ 

た
通
ぅ
、
勞
働
者
の
收
入
が
激
#
し
た
爲
め
に
外
な
ら

尤
も
、
佘
？
 
f

，ii
-
K
が
米
穀
の
賣
惜
を
し
て
1 

居
る
の
を
否
定
す
る
者
で
は
な
い
.。
然
し
寶
惜
に
基
く 

来
®

の
.騰
貴
ぼ
米
穀
の
み
に
見
る
現
象
で
は
無
く
し 

て
、他
の
福
んV

總
て
0
貨
物
共
通
の
狀
態
で
ぁ
つ
て
、
 

農
民
の
み
を
非
難
す
る
：は
當
を
得
：；S

。
農
民
が
米
穀
' 

の
賣
惜
を
し
て
居
る
の
は
彼
等
の
金
廻
6

が
良
^
な
つ 

た
の
ミ
彼
等
：の
投
機
心
が
碰
ん
に
な
タ
存
爲
め
で
ぁ 

る
。_
,最
近
迄
料
如
何
に
.農
村
の
金
融
.を
澗
澤
に
し
、：
新 

第
十
H
潘
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,

憂
國
の
士
が
.今
ミ
な
つ
て
農
民
の
賣
惜
を
非
難
す
る
は 

矛
盾
し
た
態
度
で
ぱ
あ
杏
ま
い
か
。
.都
會
，の
.人
は
農
民 

が
ー
.方
.に
於
て
米
穀
の
供
給
者
で
あ
る
ミ
同
時
に
フ
又 

一
方
に
於
て
は
都
市
に
て
製
造
せ
ら
る 

>
エ
藤
品
の
®
 

'-
'
:用
溝
で
あ
る
の
事
實
を
ム
心
_

し
て
居
る
が
.如
く
見
え 

る
。
成
程
米
價
が
安
け
れ
ば
、
市
民
«

肋
か
る
。
然
し 

二
来
價S

低
落
は
農
民
〃
階
級
の
收
入
の
減
退
を
意
味
し
，
ハ
 

農
衬
金
融
の
®

迫
は
都
市
の
エ
_
品
に
對
す
る
需
用
の 

縮
少
を
來
た
す
で
は
無
い
か
。
國
民
の
申
趴
双
^
に
上 

る
農
民
に
：苦
痛
を
興
べ
る
こ
.ヾ

し

が

如

何

に

し

て

»|
民

佘
 

:體
の
物
質
的
幸
福
を
增
進
す
石
の
結
果
を
.呈
す
る
に
至 

る
で
あ
&

ぅ
か
。
米
穀
を
多
*

に

貯

藏

し

て

居
,^
の

は 

少

數

.0
中
農
大
農
並
に
伸
買
人
で
あ
つ
て
、
農
民
の
大
：
 

穸
數
を
占
む
る
小
農
樣
■

家
の
用
に
«
す
る
丈
け
の
米 

穀
を
■

せ

る

に

：
過

ぎ

ず

1>
て

、;:
■
市

場

に

供

給

ず

る

め
 

餘
裕
を
有
せ
ざ
名
が
故
に
、
米
價
の
騰
*
は
此
等
多
數

.”丨；
' 

'
第

寒
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_

鱗

5
人

の
小
農
に
何
等
0
刹
益
を
與
ふ
る
ぶ
：の
节
無s

ミ
の
說
政
麻
の
反
對
派
、
常
習
的
不
平
黨
、
危
險
人
物
等
が
I
 

を
懷
け
る
：者
.か
少
く
無
い
。
米
穀
の
：稞
存
量
の
大

部

分

民
を
煽
動
し
て
、.：.社
# -
の

秩

序

：を

亂

さ

ん

ミ

努

む

る

R
 

が
中
農
及
び
大
農
の
所
有
に
馬
せ
る
も
の」

で
あ
る
こ
ビ
至
る
か
も
知
れ
な
い
。.
從
つ
て
、
爲
政
者
は
常
に
都
會 

は
或
は
論
者
の
說
の
通
6

で
あ
ら
ぅ
。
然
し
夫
れ
が
爲
の
民
心
に
及
ぼ
す
米
價
騰
貴
の
影
響
を
ば
考
察
し
て
居 

0

\

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
米
騷
動
の
徵
候
が
現
は
れ
な
ば 

，も
の
で
無
い
ビ
云
へ
や
ぅ
か
。
米
價
の
騰
貴
は
大
中
農|

最
高
價
格
を
制
定
し
て
直
ち
に
之
を
實
施
し
、
以
て
下 

の
收
入
を
增
加
し
、
大
中
農
の
散
入
の
僧
加
は
農
村
の|

祥
事
を
未
前
に
防
遏
す
る
高
時
に
、
米
穀
の
現
存
暈 

繁
榮
を
«

致
し
、
農
村
.の
繁
榮
は
結
局
小
農
を
も
種
々
を
調
蜜
す
る
を
要
す
る
9

何

故

に

.
、

米

穀

の

現

存

量

を
 

の
點
に
於
て
利
す
る
に
至
る
可
き
も
の
で
は
あ
る
ま
いj

調
査
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
£'
云
ふ
に
、
米
の
貯
藏
總
額
が 

力 

：

:

/
 j

端
境
期
迄
國
民
全
體
を
支
へ
る
に
充
分
で
あ
る
に
も
拘 

:

斯
<

云
へ
ば
ビ
て
、
吾
人
は
決
し
て
米
價
が
如
何
程
ら
ず
、

寶

惜

み

'
の

爲

め

に

米

值

が

暴

騰

し

た

の

で

あ

る
 

、
奔

騰

す‘る
ビ
も
之
に
人
爲
的
の
調
節
を
施
し
て
は
な
ら
.な
ら
ば
、.
最
高
價
格
の
制
定
は
供
給
を
潤
®
に
爲
す
の 

2
^
.

主
.張
す
る
^

で
は
無
い
。
；生
活
土
の
必
需
品
が
或\
効
力
を
有
す
可
き
K

由
b

、
何
等
問
題
も
起
ら
ぬ
の
で 

:

る
f

以
上
^

暴
騰
す
る
I

R

は
、
實
際
上
の
生
活
あ
る
が
、
若
し
假
6

に
米
の
現
在
量
が
事
實
缺
乏
し
て 

難
の
間
題
ど
は
必
す
し
も
褒
接
な
る
關
係
無
ぐ
し
て
、

ゐ
る
と
ず

れ

ば

、
.
最

高

價

格

の

實

施

は

浪

費

の
增
加
を 

都
會
に
於
け
る
人
心
S

搖
を
釀
す
虞
れ
が
あ
る
。
而

誘

致

す

る

の

結

果

羞

す

可

蒸

故

に

、
米
U

 

し
て
、此
人
*

の
©

搖
を
ば
好
機
逸
す
可
か
ら
t

し
て
.、

際
に
缺
乏
す
る
R

至
ら
、
食
料
品
の
紙
體
不
足
ビ
云
ふ

由
々
.敷

間

題

を

惹

起

す

る

の

，
惧

れ
•か
.
あ
る
か
ら
で
あ 

る
。
從
つ
て
、
調
査
の
結
果
米
が
實
際
に
缺
乏
し
て
居 

る
こ
^

が
明
瞭
ビ
な
ら
攸
、
萬
難
を
排
し
て
外
米
の
輸 

入
を
圖
&

て
淇
不
足
額
を
:#
ふ

か

、
，
或

は

國

民

の

消
®
 

量
を
制
限
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
じ
然
し
上
述
の
調
査
は
昨
年
' 

'
の
夏
寺
內
內
閣
が
試
み
た
る
が
如
き
不
完
全
極
ま
る
、
 

從

つ

て

有

害

無

益

の

も

の

で

は

良

ぐ

無

い

。

此
_

査
は 

多
少
の
費
用
を
褂
け
セ
も
完
全
1;
行
ひ
、
米
穀
現
存
量. 

の
實
數
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

,

’馆
十
H
卷
：

(

九
五
.ニ
，

雜
錄
財
政
純
濟
評
論


